
南
極
海
鯨
類
捕
獲
調
査
事
業
へ
の
妨
害
活
動
に
対
す
る
非
難
及
び
調
査
事
業
の
継
続
実
施
等
に
関
す
る
決
議

我
が
国
が
、
南
極
海
に
お
い
て
国
際
捕
鯨
取
締
条
約
（
Ｉ
Ｗ
Ｃ
条
約
）
第
八
条
に
基
づ
き
、
加
盟
国
の
正
当
な
権
利
と
し
て

適
法
か
つ
科
学
的
に
実
施
し
て
い
る
鯨
類
捕
獲
調
査
事
業
に
対
し
、
今
調
査
期
間
中
、
反
捕
鯨
団
体
で
あ
る
シ
ー
シ
ェ
パ
ー
ド

な
ど
が
数
次
に
わ
た
り
展
開
し
た
国
際
法
に
反
す
る
極
め
て
悪
質
で
許
し
難
い
海
賊
行
為
と
も
い
う
べ
き
テ
ロ
行
為
・
犯
罪
行

為
を
、
本
委
員
会
は
強
く
非
難
す
る
。

一
連
の
テ
ロ
行
為
・
犯
罪
行
為
は
、
日
本
籍
船
に
対
す
る
違
法
な
侵
入
行
為
で
あ
り
、
ま
た
、
警
備
乗
船
中
の
海
上
保
安
官

並
び
に
乗
組
員
を
負
傷
さ
せ
、
更
に
Ｉ
Ｗ
Ｃ
条
約
に
基
づ
き
行
っ
て
い
る
鯨
類
捕
獲
調
査
事
業
に
重
大
な
被
害
を
与
え
る
な
ど
、

我
が
国
の
主
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
日
本
政
府
は
、
厳
正
な
処
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。

よ
っ
て
政
府
は
、
捕
鯨
問
題
に
対
し
て
は
、
関
係
省
庁
一
丸
と
な
り
毅
然
た
る
姿
勢
を
も
っ
て
対
処
す
る
と
と
も
に
、
次
の

事
項
の
実
現
に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

一

我
が
国
が
行
う
鯨
類
資
源
の
科
学
的
な
調
査
に
つ
い
て
は
、
海
上
保
安
庁
の
警
備
体
制
の
充
実
等
妨
害
対
策
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
今
回
の
よ
う
な
テ
ロ
行
為
・
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
我
が
国
国
内
法
に
照
ら
し
厳
正
に
処
置
す
る

こ
と
。



ま
た
、
そ
の
旨
を
国
内
外
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

二

か
か
る
テ
ロ
行
為
・
犯
罪
行
為
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、
今
回
の
行
為
に
関
係
し
た
者
に
対
し
、
豪
州
、
オ
ラ
ン
ダ
及

び
米
国
を
は
じ
め
関
係
国
政
府
が
そ
れ
ぞ
れ
の
法
規
に
基
づ
き
厳
正
に
処
置
す
る
こ
と
を
強
く
要
請
す
る
等
、
最
大
限
の
努

力
を
傾
注
す
る
こ
と
。

三

我
が
国
の
南
極
海
鯨
類
捕
獲
調
査
が
鯨
類
の
生
態
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
か
つ
Ｉ
Ｗ
Ｃ
科
学
委

員
会
で
も
各
国
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
南
極
海
鯨
類
捕
獲
調
査
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
継
続

実
施
す
る
こ
と
と
し
、
引
き
続
き
充
実
し
た
鯨
類
捕
獲
調
査
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
国
内
外
に
対
す
る
的
確
な
情
報

の
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
な
財
政
措
置
を
講
じ
る
等
、
そ
の
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


